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沿岸漁業の漁具・漁法は，その地方の特殊|生に応じてそれぞれ特徴をもっており，これを比

較検討して改良研究の資料にすることは沿岸漁民のすぺてが熱望していることと思います。

そこでこのたび沿岸小型漁船のほとんどが操業している「ひきなわ」漁業の現況について各県

水試に御協力を願うとともに，社団法人漁村文化協会発行の「漁村」に掲載された各地のひき

なわ漁法の内から参考になると思われる漁具・漁法を抜粋して取りまとめてjＭ２した。

各地の海況，地形，漁期等の相違により，魚群の状態も異るためか，漁具漁法も多種多様に

わたるので，比較しやすくするために，漁具については，北海道，太平洋北部から南部，九州，

日本海西部より北部の順で一覧表を作製し，また漁法については，操業上参考になると'思われ

る事項を抜粋して記載しましたので，皆様方漁業者の参考資料となれば幸です。

終りに，資料の御提供に格別の御高配を賜わった北海道立水産試験場・青森県水産試験場・

福島県水産試験場・千葉県水産試験場・千葉県銚子水産事務所・神奈川県水産試験場・和歌山

県水産試験場．高知県水産試験場・福岡県福岡水産試験場・大分県水産試験場・宮崎県沿岸漁

業指導所・熊本県水産試験場・鳥取県水産試験場境分場・兵庫県水産試験場・京都府水産試験

場．石川県水産試験場・新潟県水産試験場・山形県水産試験場・秋田県水産試験場に対し厚く

御礼申し上げます。

昭和５５年９月

東京都水産試験場長鈴木順
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Ｉ各県の曳繩漁業

１北海道

（１）プリ曳繩釣

（１）漁具漁法の要点

①曳繩は何本曳が理想的か－地方によって異るが５本曳が最も理想的で常に魚を喰

わせるように操作することがコツです。

②曳繩は何米位延ばしたらよいか一曳繩の長さは漁獲に大きい影響があるので特に

注意を要します。長さを決定するには先ず漁船の大きさ，速力によって決定しますが，

ブリ類は非常に泡を嫌うので艫またはスクリューから出る泡が航走中何米位で消える

かを確認して泡の消えたところから１５．２～２２．７７７Z（１０～１５尋）延ばせば一番

理想的です。４～５馬力程度の船でかりに５０．５ｍ（２０尋）で泡が消えるとすれば

４５．５～５５ｍ（５０～５５尋）延ばせばよいわけです。

また，凪の場合と時化の場合の抱の消え方が異るので消え方に応じて加減します。

５本廷した場合，擬餌の位置が５箇共一線上に並ぶようにしないと長短がある場合に

は長い方にのみ釣獲されるので注意を要します。

③曳綱の間隔をどの位にしたらよいか－曳綱の間隔，即ち角の間隔はなるぺ<広く

保ち，５本曳く場合はａ，ｂ，ｏの間隔力等間隔でなければなりません。

④曳綱の操作はどのようにしたらよいか－（張り出竹，トツタリ，叉木，トツクリ

オモリ）以上のようにするためには，なるべく艇の方に叉木を２本立て，長い竿（大

体Z５７５７，２÷５尋位）を張り出し．トツタリ綱を付けその先にくの字型のトツタリオ

モリ（１８Ｚ５～２２５’÷５０～６０匁）を付けてハネ切りに曳繩を接続して廷し

ます。トツタリオモリは下部の方に重心のある物を使用します。これは振動により擬

餌の踊りが良くなります。

ハネ切りは２つ付ける場合もありますが１つでもよいです。

トツタリオモリ，ハネ切り装置は別図のとおりです。

（２）漁船：１．５～５屯５～２０馬力，乗組員１～５名

（３）漁具および付属其の構造

①曳繩－綿糸左５５打６，８，１０号を２つ併せにして各４５．５ｍ（５０尋）宛先手

に２０～２５号程度の綿糸をセキマキしたあの15.2ｍ（１０尋）計１５１．５刀Ｋ１０ＪＤ

尋）準備します。

②先手ワイヤー－５ツ撚り２４番線程度のもの２５～５７几（1.5～２尋）

③擬餌鉤－発光プラスチック製の角に桃色鳥毛を付けたもの。

④叉木一腕長短のもの２本

｡
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⑤張り出竹一ス６ｍ（５尋）位の長い竹２本（なるぺく弾力性のあるもの）。

⑥トツタリ綱一トツタリオモリ力梅面すれすれになる程度に付けます。

⑦トツタリオモリ－１８７１５～２２５ケ（５０～６０匁）の〈の字型のもの。

③ハネキリー曳綱より弱い綿糸
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(4)漁期８６～１１月，盛漁期１０月中旬～１１月上旬

(5)漁凌量：１日平均－１７本前後，魚体平均１８．７５町（５〆）

１０月２日から１１月５日までの総漁獲５１８本（５．９７５町）・・・・宗

谷地区の例

－２－
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(Ⅱ）小マグロ曳繩釣

（１）漁法

①漁獲の適時一曇天で風のある時，雨模様の時がよく特に注意を要する点は，マグロ
の習'陸として潮上および風上に遊泳する特徴があるので船の運用に十分注意を要しま
す。

②漁獲のコツーマグロは１尾で遊泳することはなく大なり小なりの群となって回遊す
るので，左右両端に釣獲した魚はすぐ坂り上げずに最後までおぎ，『おとり』として
おくことがコツです。

（２）漁船：５～８}P着火船から１５～１６Ｆの小型発動機船，乗組員１～５人。
（３）漁具および付属具の購造：ブリの曳繩釣と大体似ていますが，異る点を挙げると次の
とおりです。

①角一マグロの場合はなるべく白っぽい色をさげた勅:よいです。
②鳥毛一ブリと同じく桃色の毛にプルモースを混色しています。枚数は１５～２０枚
前後。

③釣鉤－ブリと同様１本爪でも２本爪でもよく，短く付ける事がコツです。
④釣元ワイヤーープリと同様のものを使用しますが，長さはＴ－Ｂｍ（１尋１尺）位で
す。

。

このＺ尾は最梼まて、
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(4)漁場３天売，焼尻周辺，羽幌，苫前，増毛，積丹。水深１５～２５ｍの処。

(５１漁期：７月上旬～１１月上旬

－５－



①

（6ノ漁獲量：１隻１日－５～６尾から１５～１６尾

２青森県

（１）漁法：ブリ，マグロの曳繩釣は１隻にて４～６本の竹竿を使用し，これに別図（第１

図）の曳繩漁具を１２～２０本を結び付け全速にて曳航する。釣獲は船を回転せ

ず巧に舵を操り船を蛇航しつつ釣揚げる。

（２）漁船：主体となる漁船は小型動力船にて屯数は１屯以内から５屯で馬力は大体５馬力

から１０馬力以下が多い。乗組員は大体１人で稀に２人のものもある。

(3)漁具：別図（第１図）の通り。

片Ｔ
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iWT株(ｌＸ７Ｔﾗﾗ79万ｔ等'二詞)滴宜伸算i旨ａ
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瀞ﾌﾄﾞ２９７６古7ｂ

ま爪vﾐﾁEf顕正ｲｩiW11

4）漁場：距岸１～５浬の海域，水深４０～５０m以深，底質砂叉は泥，潮流は北東が多
い◎

漁期：ブリ，マグロ初漁期－９月初旬，盛漁期－９月中旬～１０月中旬】

終漁期一１０月下旬

漁獲高：ブリ，マグロ漁期間最高漁獲－５０万円程度，平均－１２～１６万円程度

１日最高漁獲－８０町内外，平均－２０～５０彫内外

その他参考事項：潜水板を利用するものにマスの曳繩があり，これが漁具図は別図(第
２図）の通りである。なお漁期は２月から４月頃で漁法の異る点は微速にて曳繩
し釣獲の時は船を回転させて除Arに釣り揚げる。
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ろ岩手県（岩手県の漁業の実相・昭和２９年１２月）

イナダおよびフクライ曳繩

（'）漁法：沿岸の定置にフクライやイナダの漁獲があった場合出漁する。漁場を発見すれ

ば全速で船尾から１人で２組ずつ計６組の漁具を入れ，曳航すると潜行板は曳航

中は中層に沈降し，魚が喰えばその抵抗によって板は反転して自然に浮上するの

でｊこの場合魚を引きつけるに容易となり，これを交互に繰入れ操業するもので

ある。この場合曳綱は船尾より流出する。スクリユウのモジの消える範囲外にの

ばさねばならぬが，魚群の濃厚な場合にはこのモヂの中でも容易に釣れる。

曳航時間は午前と午後を通じて１日５～６時間位である。

漁場における海況及び漁況との関係は，(ｲ)潮目を発見することは他の回遊魚と変

りない。(ﾛ)潮流の速い時，漁獲が多い。('､)午前および午後の沿岸潮の変り目に注

意すること。㈲天候の変化する前日は最も良)`､。

１
１
１
１

１
２
３
４

－
１
－
Ｉ

漁船

曳繩張出桁

曳繩

張出桁控綱

ａ

(2)漁船：小型電気着火船，２～５屯，乗組員２～５人

(3)漁具

①曳航索・・・・ナイロン８厘を擬餌鉤部には１尋，手持繩にはその時の状況により適

宜の長さで使用する。

②潜航板・・・・桐板長さ５．２寸，幅前面1.5寸後面1.2寸で曳繩取付部は前面1.5寸

後面５分位のところに穴をあける。

③擬似餌・・・・パイプ小角９号，皮はナイロンを使用する。

(4)漁場：大槌湾口から三貫島を縄て首崎付近までである。

(5ｉ漁期：８月から９月のスルメイヵの漁閑期

(6)漁獲高：１日当りの漁獲は昭和２８年度最高６０～７０貢，最低１５～２０賃

碑

－５－
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４福島県

イナダ曳繩を主としたもの

（１）漁法：潮流風向に関係なく『こけし』による風波の抵抗のため上下左右に振られ擬餌Ｒ

は踊り漁群が活発につく。又，水面に接するへんに５０匁位の鉛を付け『こけし』

同様水面をたたいて擬餌を有効に利用する。

１～２名乗で５本，５名乗で４本を曳<がこの操作は２名でやるのが適当である。

（２）漁船：２～５屯１０～２５１Ｐ５～４名乗組

（３）漁具：道糸一麻糸，絹糸，テグス１．５～1.5分柄１０尋

山糸一ナイロン１．２～1.5分柄１０～１５尋

先山一ナイロン1.0～1.2分柄２尋

釣針一擬餌（薄赤色毛，フグ，イナダ，シイラ，ネコの皮）

カグラー牛角，鹿角，梶木，ガラスメツキ，４シ目

コケシー浮子（前述の役目をする）

炉l現

＜⑦

'・ｹｰﾊﾞｨﾜと二

△
■
１
０
０
〃
グ
●
▲
■
■
Ｂ
Ｕ
■
■
Ｏ
Ｐ
Ｄ

△勾扣》一一》●二列⑰）（皿一（》〉）
｜
〃
ロ
ロ
日
日
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、
、
□
Ⅱ
日
日
Ⅱ
、
△
〃
■
Ⅱ
Ｉ
ｕ
Ｈ
、

漁場：本県沿岸で潮流，水深，底質等余り関係なく魚群の来遊あれば曳繩を行う。

漁期：７～１１月に亘り，９～１０月が盛漁期（年により変動する）

漁獲高：統計にはっきりと現われないので掴めない。

好漁の場合は５０貫程度の漁獲がある。
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<(7)その他参考事項：メジ，カツオ等の曳繩漁具も実施するが，カツオは魚群発見と餌付状況

調査のためであり漁具その他は前記と殆んど同じで只釣針が大きく２本爪のものを

使用する。メジ，シイラは漁具，漁法がイナダと同じである。

以上の曳繩具は本県従来のものに，『こけし』その他については茨城県大洗，千葉

県勝浦方面より導入改良したものです。

５干葉県（千葉県水産試験場）
(1)プリ曳繩漁業

（１）漁法：漁獲は朝夕の薄明に多いから暗いうちに出港して漁場に向う｡曳繩は５本曳<

ときは同長にし「ホロ」の間隔を同長にする。風上舷の張出竹は高く上るからや

や低66に付ける。航走中は船尾からのばしている繩は竹独特のしないがないから

乗っている者が時Arしやびく，旋回する時I土中央の繩を５～６尋たぐると５本が

もつれることがない。中央の漁具に魚がかかったら除々にたく゛って左右'こかから

せ両側のどちらかにかかったらそのままにしておいてもう一つの繩にかからせる。

繩の廷す長さはスクリューの文字の消えるところから更に１０尋以上のばすが波

がなげればもっと長くのばす。普通５０～５０尋のばす。

｡

ろ

＝＝＝－~～－コ

(2)漁船：１～５屯ヂーゼル４～２０IPI乗組員５～５人

船首部が特に細く船尾部は急にしぼって下から抄い上げるような造作のもので，

スクリュー渦が生じにくい構造がよい。

(3)漁具

①中層曳

■

Ｐ

ヘニト‐尖トト一 ロノ
４
１

一一一八一一

=遍訂了一
■産

|ノ７－Ｋ

、㈹
㈲
㈹

手元綱・・・綿糸２０ｓ２０号５０尋

””・・・人造テグス１分５厘柄５０尋２本

〃〃・・・人造テグス１分２厘柄１５尋２本

イ・ロ・ハの接続部を２号綿糸

でかがる。’
ノ

－７－
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目サルカン・・真鐡製1.2～1.5寸樽付き

㈱中間錘・・・かつをぶし型鉛錘長さ５寸，幅１寸，重さ１８０匁

㈹麻径１分，長さ７寸

（１）麻１００匁付２本撚１寸５分

㈱人造テグス１分４厘柄，ナイロンテグスならば２分６厘柄１５尋

(ﾘ）中間錘･･･鉛６０～７０匁，長さ５寸

(ﾇ）麻２子撚７０匁，サルカンと８字結びにて接続

(ﾙ）人造テグス１分１厘柄，ナイロンテグスならば２分４厘柄１５尋

(Zr）たいこ錘・・・鉛１０匁，親鉤が付く

(ﾜ）銅線（径２mm）又」よ麻１０匁もの１寸５分

②）添鈎

＜型二三三二〈
－－

装餌・・・サンマ，イカの生餌を使用。親釣に腹部を刺し，魚の頭を麻糸でしばり，孫鈎

をそのまま遊ｌｊきせておく。

②表層曳

イハ
ーー￣￣￣

ロ
￣

㈹元綱･－綿糸２０ｓ５０号２本合七７０尋

綿糸２０ｓ１８号２本合セ７０尋

0ｺ）釣元…日本麻径７厘位２子撚とし２重にして使う長さ７寸

いカナヤ－．．．２５～２６番ワイヤー２m，両端はアイとし綿糸２号，ナイロンテグ

ス２分柄を使うこともある。

㈲釣鈎…丸型2.5～４寸叉は２叉鉤2.5～4.7寸

丸型ま漁獲が良い時に使い操作Iこ便である。

㈹擬餌鉤…牛，クヂラ’〆カジキの骨歯，骨でつくる。長さ5.2cllz，横z2clm，

幅０８cm標準プラスチック製が市販されている。

ワラサ等の小型魚対象の時は１C772位の小さいのを使う。羽毛は鶏毛，細く

長いもの程よい。鉤を５分位先に出す．毛の色は淡紅色が１番良い。白で

－８－
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もよい。汚れてはだめ。枚数は船の速力が小なら２５枚，４節以上なら

５０～５５枚位が良い。羽毛の上に短冊状の白くさらしたフグの皮５～６

枚を付ける。これは羽の保護をするものでビニール薄片でもよい。

釣鉤の「しつこ」は極上品の麻に赤木綿を数本まぜて使う

㈹張出竹・・・６～７尋の長さの青竹

（４）漁場：水深，底質に関系なし。沿岸水と沖合海流との境界の内側がよい。

（5ｉ漁期：１０～７月海況により若干変移あり。

（６）漁獲高：１日最高５５１０９，平均１８噸内外。

0m）メジ（クロマグロ若年魚）曳繩漁業

（１）漁法：張出竹（５尋位）をつかい，曳繩（１０～１５尋）をひいて操業するｄ

曇の日がよいが，晴天でも水が不透明だとよい。

メジはスクリュー渦をきらわぬから繩は短くしてもよし､。

かかったら風上に舵を切って走る。

（２）漁船：プリ曳繩と同じ

（３）漁具

①絹糸．.､綿糸１５～２５号，ナイロンテグスなら２～５分柄２子長さ２５尋

②釣元．．・４０＃ワイヤー叉はナイロンテグス２分長さ６尺

③擬餌角・・・頭部は牛角叉は〆カジキの鼻骨でつくる。今はプラスチック製が大部分，

大きさ２～５cm。鳥毛は淡紅色に染める。春先メジには黒白混りのプルモス

毛を２～５本入れる，毛数は２０枚長さ５寸，毛の上部にはフグ皮かビニ

ロン片

鉤は毛の中にかくす。大きさは１０樵丸型で１本使う。

貝

②

』

EIE作撒:'０ⅣB1日

二二二の

FFlニロ影'(1)<鮭

夢

－９－
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（４）漁場：沿岸水と沖合水との境界のY中側

（５１漁期：１０，１１月～４，５月

（６）漁獲高：１日最高漁獲－１０〆，平均４～５〆

皿）カジキ曳繩漁業

日中は余り漁の期待ができぬ。漁法：多少浪立つ日がよい１

繩は２～５本使い，中央の一本も張出竹を用う゜

長短２様にのばすが中央のものは左右の邪魔にならぬように５０尋以上のばす。

かかったら魚の逃げる方向に船をスロ で定らせ繩をたぐり銘で突く。

１０～５０}Ｐ，乗組員４～５人漁船：５～５屯

２
個

漁具

⑨

②

Cｌ

１０尋２０尋先手に本麻ま麻５子撚①曳繩…綿糸５５子１５０号３Ｚ

②釣手…７本撚ワイヤー５尋

lkjuiJ
③丈夫な麻糸に極細銅線をセキ巻く又は７本撚ワイ

Rn⑤鉤…５．５寸長
一

⑪狼{|｣竹…真竹５～６尋

装餌 ・イカ ﾘｰﾊﾟ，サンマの生餌を便 う。

ソ肋一

き＝三三三厚 迅さ条逢-Ⅵつけゥ

￣

NFij；i狂虫し釣は/ごr(tにﾀﾄ'二鏑

ザ＞マ
ー

三尾乞倹Ⅵ光と尾左しばる

１
１
１

４
５
６

１
１
Ｉ

漁場：沖合海流の中で釣れる。沖合の境界なし。

漁期：マカジキー１２～５月，その他のカジキ（原期５マカシキー１２～５月，その他のカジキ（メカ・シロ・クロ）－７～９月。

漁獲高：現在は突棒，延繩で主に漁獲され余りやらないので詳細不明。
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６”千・葉県（千葉県銚子水産事務所）

（１）カツオ，メジ，ワラサ曳繩漁業

（１）漁法：曳繩の長さは一定しないが一応次の通り

普通５本程度曳く゜

（２）漁船：５屯５１Ｐ，乗組員４名

（３）漁具

であるT，ツゴ
’、ワラサ

２０～４０尋

２０尋

４０尋

②

』='二悪

霞
舗

/;i;;i1iffﾗﾆﾄﾞﾆ
嚢樹
木)胴)ｎVプ

国
ワ

Ｉ
0、､〆４６

縁

,

"ク
息

(4)漁場：

-,Ⅱ、己

少

す瘻
飯Ｈ //月中旬

ご＝;三"燗-'三肚旬乞蚕三
－１１－
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０

（５）

（６）

､）

（１）

漁期：カツオ，メジー１０～１２月

漁獲高：１航海最高５０メ

プリ曳繩漁業（多鉤釣）

漁法：操業する場合「５カラ」積込永，「２カラ」で曳く，魚が喰つた場合は残り

の「２カラ」を使いその間に魚をはずし整備する。

曳航速度はスローにし竿の曲りを見て更に速度を調節する。

漁船：５屯５１Ｐ，乗組員４名

漁具；

１
１

２
３
１
１

６～７/分
】

稗
hｍＵＯ

訓挺つ
針7金ａ番､霜

ｼ替八<派（下面） 〃鮎〃〃 ク

ﾁﾞｸﾞ)ｗﾆｰﾆ

霧 0

｡ ソ日カプラ

/Al7イ
ン

が

しにかく爪

酬南，，Ｌ係鱗諭(抜糸｢さ､蝿irのみｲ綱）雇蔑汰喰Ｍ１慣
(4)漁場：

》
、Ｍ垂》、、、

、

ヨノノ′胴

(5)漁期：初漁期…２～５月，盛漁期…４～５月，終漁期…６月

(6)漁獲高：１航海当り最高－１００〆，平均６０〆こ

－１２－
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７東京都

プリ上層ひきなわ漁業

（１）漁法：船の両げん（舷）に各１本の竹竿を張り出し，船尾と計５本のひきなわにて操

業する。

漁期中漁獲されるものは，九ブリ，ヒラマサが主で，たまにカンパチも釣れるこ

とがある。

曇天の場合は１日中喰いが良いが，晴天の日は朝夕の『まずめ』が良い。

潮風には大した関係なく，また潮に向っても下っても喰いに変りはない。

魚が生餌についてはねている時は，速力を増して魚群の上をひいた劫x喰いが良

いが，喰ぃが悪くなった時は速力を落して深めにひいた方が良い。

普通ひきなわ中は全速力に近いスピードでひく。

勺

0J」

寝 b7Zノ

船：１～５トン４～１５１Ｐ，乗組員２～５人

具：従来は麻糸のセキヤマ・ワイヤーを使っていたが，最近は手元に４分，先手に

５分の銀鱗を傭い，全長は１６Oひろぐらい用意し，７０～８Oひろは船内に残

しておく。

張り出し竹は５～４ひろのもの２本，中間重りは１００匁の鉛を使う。

潜水板は使用していない。

(2)漁

(3)漁

。□町

綴｣鑑勿 銀」竃ＩＦ乎分 綴亀藻弓笏

クー５０ソ～５
⑪

岳ｿ切舍
ゴム三尺

Hi長jZiiFEプ,ﾀ）〆/／/ノン//〆//／ﾉ〃/〃〆Ⅲ

Ｉ画一壷ヒヲ〃⑫ のｊｉ監冶ノ】１１，

亀ミーグ イカ〃〃６十

餌一サンマ，イカを使用する。これらはなるべく鮮度の良いものを選ぶ。

サンマは１本掛けとし，イカは半分掛けにする。イカを半分掛けにするのは，

魚のかかりを良くするためと餌料を経昏的に使用するためである。
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|/1．ハ５

=薑三'二三二謡 □ ２１

張ると,⑭耳汐1,.厘

（４）漁場：水深，底質，潮流には大した関係なし。

（５）漁期：当地のひぎなｵﾌは南下するサンマ群を追って来遊するブリ，ヒラマサを対象と

するため，漁期，漁獲高はサンマの回遊状況（量，経路）により左右され，近年

は余り好漁とはいえない。

初漁期－１０月中旬，盛漁期－１１月初旬～１２月中旬，終漁期－１月下旬。

（６）漁獲高：漁期間最高漁獲－１８０Ｋ’平均－１５０Ｋ夕

１日最高漁獲－４０Ｋ’平均－６～，'K，

（７）その他参考事項：以上は当地（伊豆七島）で行っている従来からのプリ上層ぴぎ漁法で

あるが，最近は静岡県方面から下層ぴぎ漁法を導入し併用して操業している。

下層びぎ漁法については静岡県と同一漁法なので参照されたい。

８神奈川県

本県のプリ曳繩漁業は，横須賀市東部の東京湾内にて－部行われており，この漁業の専業

船はきわめて少なく，漁具も各人各様であるが大差はないので，もっとも一般的なものにつ

いて報告する。なお，本県ではカツオ，マグロの曳繩は行っておりません。

(1)漁法：

①図のように５本曳き，速力５～４節，長さは船の運航上もつれを防ぐ上から同一にし

ない。

②漁期になると一本釣漁業者等から大凡の漁況をきいて日の出から日没までの間操業す

る。最も釣獲の良い時I潮夕，或は上げ潮，下げ潮の変り時である。叉雨天，曇天の際

も一般に喰いが良好なようである。

③魚群を承つけるには鳥や片口イワシの跳ねに注意する。

④魚群Iこ遭遇したら群の真上を通らずに，その周囲を引繩する。

⑤１尾喰いつL､ても直ちにひき上げず，それをおとりに他の魚をひきよせるようにする。

－１４－
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リ

〔ｺー
Zユ‐一つFこ＝丞脹丁当一

片ＩＩＨﾗ！｢１○句

９

(2)漁船：１屯５～６F，乗組員１～２人

(3)漁具：

①曳繩

野一ﾅーイヒ

Ｚｊ層ＤＷかと

収４５～６
君弓

コン／ノウF）寝ＶＭ)さR/nJのて浸〈iﾋﾗｰ、とさば7FIi
〃～弓Ｚ

クヘンユ'リーニ、 ひLﾉｗ'、
囮､ノノi血

§GkZeZr7写～６

]/債，１１の属<Y~｡－岸

のきざごzPpﾉﾉＦ
諺7/金釘//7ヘノタ/`Ｐ

;ﾙｾﾞﾅﾓJうち

軒マフ:掃孟/甑)６且しこい房

に方ろ。

②潜水板一次の２種鰯:用いられている。

穿孔は２か所あるが，魚の遊泳水深により調節する。Ａ，Ｂにより潜水板の海

中における深さは大体次のようになる。

ＡＢ

曳繩４５m１０．５～１２m２１－２２．５ｍ但し速力５～４節
””５０mＺ５～９ｍ１６．５～１８mタイヤチユプ５mの場合

句

②

夕"z"７

）

罫/|目llMi沼

､§i2｢の二昏陽

垂Ｍ目'''三Eヨうて-つ〃z"7〃

）@脚そ力丁マ(｣停線のｆ７Ｆ
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○餌一最も良好なものは，中羽イワシの生餌，一般的には小イカを用う。

○曳繩釣の場合，船の速力１～２節，曳繩１本，ブリは瀬にもつぎ易いので，この漁具に

により釣りあげ後ろ本による曳繩を行う。
、

‐さ

.⑭

駁
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９静 ］県〔下田町須崎プリ曳繩釣研究会〕（漁村・昭和５１年９月）

プリ底曳繩漁業

法；１屯程度の船では１人１組をつかい，１屯以上の船では２～５人で２組をつか

う。漁場が近くなり漁群の回遊がありそうだと察知したら，前もって準備した漁

具に餌料のスルメイカヌはサンマ擬餌等適当と思われるものをつけて，漁場につ

いたら船を全速力で航走させ，釣針を投下し，逐次先手，本繩，道繩の順に，か

らまないように手ぎわよくくり出し，尻手の承を船に止める。この際，道繩の尻

はつっきり竿と称する径５cmz長さ５ｍ位の竹竿の先端に２号綿糸でしばりつけ魚

のかかりをはっきりさせる。大ｆｚｋｌ５ｂｍ位のばした方がよい。

繩をのばし終れば速力を鬼節位とし，魚群の上を曳航する。また道繩尻を持ち，

餌のおどりをよくするため前後に目|張ることもある。投繩の際半速以下にすると

重りのために根にかかる恐れがあるので特に注意しなければならない。

重り鉛４００～５００匁の本繩において鬼節の速力で５０ｍ位の深さを餌が通

過すると思はれる。九ブリは中層，ヒラマサは下層ほどよく漁獲されるので，そ

の魚群，漁場，潮流を考えあわせて中，下層は機械の速度で調整する。

魚がかかれば突切竿の糸は切れるので逸早く尻手をもち，からめぬ様に繩を延

し，あるいは縮め，手許に５１つけ手鉤をもって船中にJ反りこゑ２組漁具を使用す

る船でいつの漁具にかかり，他の漁具にかからぬ時でも’方も直ちに他の漁夫

が引きあげねばならない。

漁法は以上の通りであるが，なお注意すぺぎ点を述ぺると。

①漁業と漁場は密接不可分の関係にあるが，特にこの漁業のように底曳繩にお

いては海底の状況をくわしく知ることが唯一の条件である。

②汐流に注意して，いかなる場合でも汐に向って操業することが必要である。

③魚群の餌付状況及び魚の回遊層を速かに察知し，漁具の長短を決定する。

④天候の変り目が最も好時期で，特に南西風で雨の前などは絶好である。

⑤水温は１６～１７℃位である。

⑥１日のうちでは早朝と夕刻がよいが，透明度の悪い場合及び汐境においては

多量の漁獲をあげることができる。

具：尻手．道繩．本繩・先手から成っており全長で２６０ｍ使用してつくってある。

岡

(1)漁

(2)漁具：尻手・道繩・本繩・先手から成っており全長で２６０ｍ使用してつくってある。

①尻手･…カツチ染した綿糸１５０ｍを用い，尻手と道繩の接手は綿糸を２本撚りにして，

尻手及び道iiIiの方に各と２～５ｍつけ，その間を0.5号のサルカンで接続する。

②道糸…･４９匁の麻製逆巻純を４５ｍ用い，柿シプでかためる。それに水切また繩の浮

き上らぬように２匁から５匁の切鉛を１，間隔に取り付け，道糸の片端をつぼ

ロに作り片端は大同にしておく。この切鉛の総重量は１５０～２００匁である。

－１８－



▲

③本糸･…６～１０分のナイロンテグスを使う。これに７～１０匁の夏目鉛を５０～100

個通し約１７７０間隔にラミー糸を夏目鉛の長さの倍位をせぎ恥その上に夏目鉛を

通して金式台の上で鉛を移動しない様にたたき揃えておくのである。本繩の両

端には１５～２０匁の親鉛を取り付け，ラミー糸数本を合せてタマコを作りそ

れに親鉛を通して固定する。本繩に取り付けるのはすべてタマコで接合する。

夏目鉛を固定した両端に出たせぎ糸及びタマコは柿渋でかためる。

本繩の６～１０分は魚の大小により夏目鉛の７～１０匁及び５０～１００個

は漁場の浅深によって調整製作し，総重量は５００～１貫匁位とする。

本繩５０ｍでは伸縮があるので，それを防ぐため中間を切りサルカンで接合

する。

④先手････５～５分のナイロンテグスを１５ｍ用い，その中間はタマコを使い５号のサル

カンを取り付ける。サノレカンは取り付けた餌が回るのを防ぐためで，その先端

に釣針を取り付けるが，麻のせいなによってせぎつける。それに餌も取り付け

るのであるが，それには釣針付近のテグス１尺位ラミー糸でせぎ，餌のはずれ

ないように結着する。このようにして漁具を作るのであるが，ナイロンテグス

の端工結んでは切断しやすいので。すべてラミホでせぎとめる。
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③

（３）漁場；神子元・利島一新島周辺が主漁場である。

（４）漁期：周年操業するが，特に１０月から翌年４月頃までが最も漁獲が多い。

１０和歌山県

（１）漁具の構造

①大型マグロを目的とするもの。
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※１隻で長・短２本の繩を使用する。

※とびうおの装着法

ｉ）釣鉤は餌料をロから入ｵu鯛Ｉを通

して釣鉤の尖端を胸鰭起部付近に

結着する。

Ⅱ）次に餌料魚の曳行時の回転を防

ぐために細い平らなもの（竹棒が

可）を横に差し入れワイヤーと口

部に結着する。

②マグロ幼魚を目的とするもの。
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潜行板（桐材）※「もとなわ」の長さはとばしからの長さ

※漁の良い時は難iiの長さを適当に縮める

※釣鉤は擬餌釣で長さ７～８c77z 三
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数 もとなわ しやなわ ちもと 潜行板

ａ ２
綿糸２０＃６０～９０本

２４～２７７７Ｚ
無

＃２５～２６ワイヤー

２５７７Ｚ
無

ｂ ２
綿糸２０＃５～６匁

１８～２０７７Ｚ

麻芯又はワイヤー

芯にセキマキする

ナイロン５分柄

2.5～５ 77Ｚ
使用

０ ２ 〃〃 〃〃 〃〃

〃
．



◆

③マルソーダを目的とするもの。

伯

。＃２７～６０本 。、'′Ｉ[士
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※１隻で１１～１２本を曳く。

３

一夕αZ一夕“－６型 一郎空?，

|口|旧ＯＩＣ+…
（､ｿﾊﾟﾒ型）（賃型）（大型）（Fi()虜理）

総屯数２～５屯（５屯前後の大きさの船が多い）

馬力数焼玉，電着（５～１５馬力）

乗組員２～３名（最近船型の改良にともなって１名の船もある）

'剛漁場騨翼鍼三塁襄鯛鯨菫衾二纐鰡軍鶏
県沖合（清水市）に出漁する船もある。叉大型船は８～１２月に九州対馬方面に

出漁する。年間操業日数２００日（専業船）

（４）漁獲高：専業船年間２００日操業の場合

最高－８０万円，最低－２０万円，平均－６０～４０万円

１１高知県

（１）メジカ曳繩釣（ソウダカツオ曳繩釣）

①従来の漁具（昭和２５年８月頃迄）

土佐式ぴし釣（片犬Ff諺幻…‐小漁尉王撒餌と使用し擬ﾛl+釣で釣獲する。
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②改良曳繩釣（潜行板式）

ｉ）竹竿２～５尋

Ⅱ）曳繩銀鱗テグス1.2分柄１．５尋～２尋

Ⅲ）潜行板船型板又はとばせ

イ）船型板…銅材を用し､板は少し反り身に，下面を少し凹ましてある即ち海中に吸

込むようにしてある｡図のようにＡに糸を付けて引張ると水中に吸込承自然に

板の尻を左右に振るｊ故にこの板に付くカプラ（撒餌釣）は丁度魚のように左

右に動き乍ら前進する。魚群が比較lj（〕沈/<’だ場合に使用している。
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長け一メタへz尋

ﾛ）とばせ（飛行機板）…こｵlを造るには５寸４角，長さ約1.5尺内外の木片を用

い，その下に１段つくって水がかかるようにしてある。図の如く長さ約１尺位

で羽根が両方に出ており又後方に行くに従って次第に細くなっている。

この漁具を曳くと飛びながら小波に羽根が当り，頭部は前に羽根は水にせが

れてとまるので尻が上ることになる，従ってカプラが動くことになる。魚群が

比較的浮上した場合やカツオ，ヨコ等を釣獲する場合に使用する。

型.ｽﾞ鶏（｣ﾃﾞﾋjEfiffのlzEZDH7帽

ユー凶

の洞根０

ﾐﾄﾉ尺耐 ③羽根の貢霞1きりPｅｃ ｿ刀亘一/Ｊ１－口

iV）かぶら（擬餌釣）.…トパセヌは船型板の後につける。普通１寸２分の釣鉤（かぎ

なし）２本（両先を少し開く）の頭部を鉛で固着し，鉛部中央部にセロハン（発

光1本）にて包承白色鳥毛約２寸を釣鉤上部の背面に給付し，その上部を長さ約１

－２２－
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寸のウスバハギ（地方名・…白はげ）の魚皮（漂白したもの）で包承縛付したも

の。魚体が大型化（普通１０月以降）すれば釣鉤の大きさは1.5寸～1.4寸とす

る。船型からカブラまでのナイロンテグスの長さは通常１尋内外で太さ６～７厘

柄，トパセから擬餌釣までのテグスの長さは５～６ｍである。なお好漁時になれ

ば，竹竿，曳繩及びカプラ，テグスとも夫々短くしテグスの全長を竹竿の長さよ

り少し短くして釣上げを迅速にする。曳航速度は通常５～４節，魚のあしによっ

ては５～６節内外の時速で操業する。曳航法は取り舵回りである。

（２）漁船：小型船２～５屯級（デ１７～５０１Ｐ）乗組員４～６名

中型船８～１５屯級（ヤ４０～６０Ｆ）乗組員８～１０名

（３）漁場：足摺埼ＳＳＥ１５浬～大月町叶崎ＳＳＷ２０浬の範囲

底質…主として岩盤帯潮流…･上り潮（ＮＮＥ～ＮＥ）の場合力浪好。

（４）漁期：周年であるが纏まって漁獲されるのは９月～翌年５月で盛漁期は１２月～５

月の４か月間である。

（５）漁獲高：漁期間最高漁獲－７４屯，平均－５０屯

１日最高漁獲－７屯，平均－０．７屯

Ⅲ）カツオ，ヨコ曳繩釣

和歌山県式と同じである。

１２福岡県

カツオ，小マグロの場合毛針を使っているようですがこれ｛よどこも同じと｣思いますので，

曳綱漕綱について説明します。

（１）サヮラ曳繩（その１）〔岩屋漁協〕

（１）漁法：本漁業は擬似鉤であるので大潮の満干の変り目及び日の出，日の入りの時期

を見計らって曳繩する。この場合の速力は特に注意し1.5浬内外とする。

なお，虫f3i方法は次の通り。
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に/値の輻'１='HＦ１楯村俔11の園籍

船：１屯４１P内外，乗組員１～２名

目・
うく●

場：7中合４浬以内

期：７～８月，１０～１１月盛漁期は１１月

漁
漁
漁
漁

１
１
１
１
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１
１
１
Ｉ

－２５－



§ワ

妬，ｷｦｹﾊｲ、7ｺr｢まで縊十で綿

のrTffMをmYfL目mjh月匠、循巨 Ｚｌ－=白白毎
〃IUE

7（T7Iロ＞天１１鐸 金て､△６ごｂＨ］
０

ﾗｦ尋馬Pテニ

（６）魚種：サワラ（魚Ｐｋｌ〆内外）

(、サソラ曳繩（その２）〔岩尾漁協〕

（１）漁法：操業時刻，潮時は擬似鉤と同じである力聴力の承は半減して曳繩する。

曳繩方法は擬似鉤と同じ。

（２）漁船：１屯４１P内外，乗組員１～２名

（３）漁具：
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（４）漁場：沖合４浬以内

（５）漁期：１１～２月

（６）魚種：サワラ，ブリ（魚体１～２〆），タイ（魚体１～1.2〆）

皿）ブリ曳繩〔弘漁協〕

（１）漁法：餌料はサンマ，イワシ，イカ１尾掛けを使用。曳繩速力は約２浬位で，漁具

（道糸）は手で握り時々シヤピキながら喰うと２人操りでゆるめずに１気に釣

り込まなければならない。

普通一本曳ぎであるが盛漁期に入ると竿を出し２本曳ぎとする。この場合竿の
分は梢々漁具を短かく死位にして使用する。

（２）漁船：０．５～５屯２～８１P，乗組員２～５名

（３）漁具：曳繩ワイヤーはすぺてカタン糸４０～５０＃でせき巻きし（白色）ピシの取

付は黒色のカタン糸（４０～５０＃）で取り付ける。
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漁場：小呂島周辺（ロクレツトー）

漁期：１１～１月（１２～１月中旬）

魚種：ブリ

コチ一本釣〔豊前水試〕

漁法：漁場に到着すると漁具を海底まで投入し櫓で操船しながら除含に移動し漁具

を上下にしやびぎながら漁獲する。

汐との関係は汐止の時が良いようである。

(4)

(5)

(6)

uＷ

(1)

－２５－



●

餌料は生ドジョーを使用する。この装餌は沈子のすぐ下にドジョーのヱラより

口にかけて６本程度の綿糸で１か所だけつける。普通ドジョーは船内に生かし

ておき取付の際に殺し，消耗度合によって適当に取替える。

船：無動力船，乗組員１～２名

具：
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漁
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（４）漁場：水深５～６尋（底質泥）

（５）漁期：４～１０月（５，７，８月盛漁期）

（６）魚種：コチ

(v）ヒラメ釣具〔福吉漁協〕

（１）漁法：早朝から日没まで引汐時に

操業するが餌料はキス（キス

ゴ）の小さい生きたのを用い，

瀬緑（瀬の上）を漕ぎ（曳き）

釣する。

（２）漁船：１屯未満の船，乗組員１～

２名

（３）漁具：図参照

（４）漁場：１０～１５ｍの瀬緑

（５）漁期：７月上旬～１０月下旬

（６）魚種：ヒラメ，アジ
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大分県

ヨコワ曳繩漁業

(1)漁法：この漁法は専業としては行われないが，サワラ漁期と概ね同時期に当るため，

ヨコワの回遊があり次第兼業して行われる。

漁場に向って航行中上曳繩（１，２．５，６）を投入し，漁場に到着したら梢を速力を

落し潜航板を調整しながら投入する。船は風波を横にうけて操業する。

魚が餌についたら近いものから獲り入れるが’１尾はオトリとして残しその周辺

を操業する。操業時刻は概ね朝夕のマズミであるｕ

1５

｡

句

句(〃閏總(ﾎ職の豹

…ラ署４１１１Z板ｲ宍用

船：１．５～５屯６～１５１P，素組員２～３人

具：ヨコワの２００～５００匁大のものには，６号ホロカ嫡当で，ホロに使う毛は

白毛より赤毛の方が効果がよい。毛の本数は?～１０本が適当で，三コ釣には白

６本赤５～４本位がよい。又毛は余り長くない方力勅果がよい。

ヨコワ，カツオの魚体が５００～６００匁以上になると，ホロの頭の少し太い

ものを使用し，毛の数も少し増して１５～１６位にした方が効果がよい。

この漁法の特長は潜航板にあるが，その後に取り付けた擬似餌（ホロ）の振れ

具合によって漁獲力汰きく左右されるので，この振れ具合に充分注意を払い常に

左右均等に振れさすよう心掛けることが大事である。

漁
漁

２
３
１
Ｉ

キ

緋

ｊ
ｊ
ｊ

兵
ナ
ナ

タ
・
フ
ノ

メ

処一．処マ坐一．
衙
引
う

ぐ
１
１

須叔：
。

ロ

~1豆;ずTOC
ｴｱｮ山～

薗一鹸鐙 2rﾌﾟ、〃。
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〔曳繩漁具の構成〕

(1)伝馬（潜行板）・…潜航深度（５～５尋）（７）

(2)ナイロンテグス（８）

(3)セキワイヤ-....4～５尋（９）

(4)撚取り（サルカン）⑩

(5)綿糸（５００～５５０本）…・７尋０，

(6)緩衝用ゴム（タイヤチユープ）

〔曳繩漁具の配置〕

（１）′

lMJ反結端

綿糸（８０本）

振れ調整用綿糸
Ｃ７７Ｚ

ナイロンテグス（５分）７０～１００

擬似餌（ホロ）…･６号前後

(1)竹竿・・・（周５～６寸）長さ６尋

(2)(2ノチキリ…船迄の長さ

(3)(3)重り…５０～６０匁大各１個

(4)セキヤマ…５０＃１５尋

(5)〃５０＃１２尋

(6)(6/ナイロンテグス5分２尋

(7X7陸ﾛ釣…大小各様

(8)潜行板迄の全長…７尋

(9)〃〃〃…１０尋

(10リ緩衝用補助ゴム…（少量）

F三'二lii｡。 （/ｸ）

1$J：
仰山

Ｉ
F１

(4)漁場：豊後水道中南部沿岸（大島，水ノ子島，鮪子瀬を結ぶ以南である。）

水深は７０～１２０７７２，底質は概ね貝殻混りの砂質で平坦である力鳥や瀬の周辺

が比較的好漁場のようである。潮流は早い時で５浬程度である。

(5)漁期：大体９～’１月で，盛漁期は概ね’０月頃である。

(6)漁獲高：不明 （

（７）その他参考事項：この漁法は最近導入されたばかりで過去の実績も少いので詳しいこと

は明らかでない。

１４宮崎県

マグロ，カツオ曳繩漁業〔日向市富島地方〕

（１）漁法：寸径１間前後の竹竿を艇部ビットに結着して左右舷に張出し，マグロ曳きの場

合５本，カツオ曳ぎの場合１０～１５本の曳繩を全速にて曳航しながら常にたぐ

り寄せたり伸したりして魚付を誘う。

（２）漁船：２～５屯６～２０１P，乗組員５～５人

－２８－
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｜銭一Ｗ｜｜
｜Ⅶ｜｜’ミニ'二三i二□

０

上

(3)漁具：

①曳繩－５匁綿糸１０尋，５０匁セキヤマ（径２ｍｍ）５０尋，２１～２２番鋼線２尋

②擬似鈎

９

釣の全童重男
〆重甲|）夕

輯/〃

宙

雰程奪劃
iＤ３ 廷田（ノ|、ﾖif〃マワＰｒｌ‐h､.,丁匹

訂頂

三三重｡E=ごE二言
耳菖鼻雇壼粛

露鍵欝籾潔

③潜水板－５０匁程度の小カツオ用に使用

銘派 纐旅厚とう〃
----=ﾜﾗﾄﾞｮﾄﾞｵ<派太笥桐
擬ﾚｽ御肩七／c"'

が

三蜜ﾆニミニ
雪ｑ

（４）漁場：水深５００尋線以深の海区，砂礫質・樵の底質，潮流は速潮可。

（５）漁期：初漁期－５～４月，盛漁期－５～６月，終漁期－７～９月

（６）漁獲高：盛漁期最高漁獲船にて１日－２～５万円程度の水場。

１５熊本県

（１）プリ曳繩漁業

（１）漁法：操業は未明に出港して日没に帰港する。梶の両側へ長さ数尋の竹竿を張り出

して，その先端に各１繩を結び付ける。又船fzkからも適当に結び付けた繩を流

し全部で５～６本曳くことあり。斯して帆走し漁夫１名は舵握する又帆船の場

－２９－



合は帆のシートを片手に握る。他の者は繩に注意して魚が獲れた場合，船をス

トップして手込く船体に収める。

厚柔彊ニク～刑

(2)漁船：プリ曳繩漁船は動力船を主体とするが，その他帆船を用いて操業することあ

り。動力船－５～５屯８～１５F，乗組員２～６人

和船一長さ１２～２０尺乗組員２～４人

(3)漁具：下図のごとく道糸は綿糸２０＃２４０本合，ナイロンテグス１０分柄，６分

柄，５分柄よりなり，１番釣で全長９０～８０尋とし，２番釣で全長７０～

８０尋にする。ピンは釣元の５分柄１０尋の部分を除いて，１番釣で１００匁

玉とし，２番釣で２００匁玉で各々道糸５寸置きに付ける。（但し夏期８～

１１月は対馬方面で操業されるが夏期の操業では５０匁玉を用いる。

吾,白倉(7(全椅〃～９'

〃ｚ勝釣催景7０

垂}二《〔
糸〃芹解り本／クひろ

ロ>デゲズ/"小丘〃ろ

，，β,分ｖｗ(ラ

タ”プゲ／〃’ぅ

擬餌は鶏の羽毛を用いるものとゴム及びゴム製の魚型等が用いられる。

形と色彩は多極あり。

－５０－
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(羽毛擬餌釣）

、蕊
０

鈎鑿雲臺＝
鍬ヨワ罰

⑨
邑肩万ヤワ．､坊

,金勺
(ゴム穀撒餌釣）

し
ョご｢とﾗﾝ分

金片今Zﾉﾘ叩

ゴム板、厚,(/夕”長むち〃
ゴムぱ訂鰍甘芭蜂種々｛ ５丁

註刊考紐 加長さ7十

えだろ句
急ﾌﾟhi潅琿L七Ｗ)豆頁ｎＦＦ

KYB2g>A全
毛牛々穐掃

i2蝋～Ⅱ
3言１７金十に結水

乏用ラ

l語2反E1さ'pE･ヨ行 約了に豚綣逹nＨ

金１K１銭iﾘｰﾌ百176

6，９ 銀j堺

の

（４）漁場：天草西海岸沖合（苓北町富岡・天草町大江・同高浜・同下田・河浦町崎津・

牛深市・魚貫町）及び五島列島・男女群島・南西諸島にまで進出することあり。

（５）漁期：１１月～５月，盛漁期１２月～２月

（６）漁獲高：例年とも殆んどが県外において基地を置き操業しており本県に帰港水揚げ等
は稀れなので不明。

（７）その他参考事項：各々の漁場共に沿岸より１０浬内にて操業され水深は５０～９０７７Ｚ

が主なる漁場で１１～１月の水温は２０．０～１５．５℃内外，大潮時で風波梢交

高ぎ日力湖つぎが良いといわれる。大型船よりは２屯前後の小型船が餌付良好

と云われ豊漁の時は１日１隻１００賞を漁獲したものがあるが，不漁の年は僅

少である。

皿）サワラ曳繩漁業

画

－５１－



(1)漁法：約６ノットの速力で曳航する。この場合下記の曳繩(ｲ)㈲のホロの深度が７～

８尋，（可で１５尋程度と推定され，従来の同一浮度曳きの場合に比ぺて成績良

好である。叉魚群の存在を認めたとき，この真上を横切ることは極力避け魚群

の周囲を包むごとく航定する方が効果的で餌付が永く続くことが知られている。

(2)漁船：プリ曳繩漁船と同様に動力船を主体に行われている。…

’５～５屯８～１５F，乗組員２～６人

(3)漁具：

①曳繩－綿糸２０＃２４０本合せ

７尋を用いる。

②重り－本繩の末端に鉛製重り１

斤を付ける。
７７

③釣元一釣元の構成上(1)(ｎｍの型

式に区分する。

（１…５０＃７本撚ワイヤー４５

尋を用いる。

（P)・・・５０＃７本撚ワイヤー４５

尋の上にホロ釣の方より２

尋間隔に１０匁の鉛ビシを

１０個付ける。

し)…本繩とワイヤーの間にセキ

ヤマ２０尋を連結する。ワ

ｒＦ
Ｉ

Ｂ‐田１１－句臼

(ハ）

イヤーは同じく４５尋を用いピシを付けない。

④釣鉤－２本鉤約５寸

⑤ホロー鶏の羽毛約２０～２５本位巻き，その上にシイラ又はフグの皮を上巻きする。

ﾆラ のＰＭＨ

０

ス
ズ
及
び
儲 鑿

妄ITT返しｎ円

(4)漁場：鹿児島県横当島が最も優れその他臥蛇悪石島等こｵＴｊこ次ぐが，他は概し

て振わない。

(5)漁期：７～９月

－５２－



牛

（６）漁獲高：不明

IDI）シピ曳繩漁業

（１）漁法：４～５屯の船にて全速力（６ノット）をもって曳航する。漁具は船の大きさ

によって４本用いることもあり又２本用いることもある。

（２）漁船：他の曳繩船と同様であり省略す。

○

餌

⑤
県薙２０＃２４ｏｚ反省①

」三河壼磨◎罫釣で酪々MfM毛己

ヨーゥ■

②簡峰板一桐製，舟型

垣、ｌﾉf眉
〃

抗ＦＺＥ君'二配
Ｉ?(７１金

ﾌﾞﾘﾑｰ

の、

分▽K､〈〃

編宅語二tYA希の-;ＨＰ;言

の７､､ラ轡WHi刊ワマカWEt=にざﾗｳﾞ昏y2iﾓｵﾏﾗそのJ1iPrのｨiaFF

宝后v)犀ｒ１さ｢巧くI（誌マフレf行Ｔｌ=Ⅱ」

lZとろ。や

漁場：西南諸島及び五島方面

漁期：１２月初めより翌年４月まで

漁獲高：不明

その他参考事項：なし

(4)

(5)

(6)

(7)

〃
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１６鳥取県

プリ曳繩釣

（１）漁法：境港で行われていりプリ曳繩釣漁法には底曳繩釣と浮曳繩釣とあり一般に春漁

期には疑餌銅を使用し浮曳繩釣と底曳繩釣を操業し，秋漁期には生餌を使用して

底曳繩釣の操業を行っている。

①浮曳繩釣一操業方法は漁場へ到着したならば全速のまま漁具を投入し，そのまま漁具

を曳行しながら漁場（魚礁の付近）を円型，又はじぐざくに航走しながら操業

を行う。出入港は一般に日出前に出漁し曰没後帰港する．

②底曳繩釣一操業方法は曳行速力を中スロー（５節前後）とするが，漁具を魚群のいる

水深に保っていなくてはならないため魚群の深さ，潮流の速さ等によって速力

を増減させなければならない。その他は浮曳繩釣と同様である。

（２）漁船：１．５～２屯４～８F，乗組員１～２名

（３）漁具：

①浮曳繩釣具構造

ｉ）幹糸-ナイロン6～5分８０~10Ｍ認君子の太さは魚体の大小によって使い
ｉ）チモトーナイロソ６厘～２分７～877Z（〃〃）

iii）疑餌鉤－図参照

１V）竹竿一長さ約５間

。

舎

＜同

ｎ
口 (実糊Ｋ）

③

②底曳繩釣具構造（生餌によるもの）

｜）幹糸一ナイロン７分柄を手本から５５尋，次に５分柄を５５尋，その次に５分柄を

５５尋使用する。

１１）グミ鉛一幹糸の７分柄，５分柄は共に１０尋に１５０匁の鉛を５寸間隔に分配して

取り付け５分柄には，１０尋に７０匁の鉛を５寸間隔に分配して坂つける。

ｉｉｉ）チモトーナイロン１～２分柄のものを５～１０尋とする。

（ナイロンの太さ長さは魚体の大小によって異なる）

１V）生餌を用いイカ，サヨリ等を使用する。

－５５－
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粗のＰけ

二=雪雲蜜露急

の煽/含｣－Ｅﾆｰｺﾞ屈篁

③底曳繩釣（疑餌によるもの）

ｉ）幹糸及びグミ鉛一生餌の漁具とすべて同じ。

ｉｉ）チモトーナイロン５分を使用し長さは枝糸の多少によってきめる。

111）枝糸一ナイロン1.2～２４分を０．５～２５尺の長さとし，これを１～２尋の間隔で

１５～２０本取り付ける。

１V）重り－２００～５００匁のものを使用する。

ｖ）疑餌鉤－ビニール製で下図のごときものである。

三三

(4)漁場：j寛港では美保沖合に点在する。シゲグリ，黒瀬，仲の御前島（シウラグリ）の

周辺を主な漁場として漁獲の少ない場合には御来屋沖の魚礁に出漁する事もある

潮流はＳＥの潮が多く速い方が好漁のようである。

(5)漁期：漁期は春漁期（５～５月）と秋漁期（１０～１２月）に大別され年によって盛

漁期の変動がはげしい。

(6)漁獲高：全漁期間の最高漁獲高は１日でハマチ（２００～５００匁）で４０尾，マルゴ

（８００～1.5〆）で４０尾程度である。平均漁獲高はハマチで５～１０尾，マルゴ

５～８尾の漁獲である。

－５６－



●

年によって漁獲高の変動がはげしい。

１７兵庫県

ヨコワ（仔マグロ）曳繩釣

（１）漁法：出漁中魚群に出合った際は，必ず舟の位置（山目）を確めて置くこと。

魚が舟の前側の釣具にかかったときは，舵を取舵にとり舟を回し，後側にかかっ

たときは，面舵に回して後続の魚の喰いやすいようにする。この際後続の魚が他

へ逃亡しないよう一尾は舟に坂入れず，釣れたまま曳いていること。

同一場所で喰が止んで他へ移動しても，前場所の魚は４０分位でその付近に集

っているから，再び回航すれば釣れる。

釣糸は，振付糸は７尋位，上曳は１５尋位とし，釣れだした場合は短くするこ

とが必要である。魚は音響に寄って舟のトモにぎているからである。

魚は早朝の薄暮時には海面近くに浮上するので，日中より大変釣りやすい。

試験の結果，擬似餌の使用に大差のあることが判明した。早朝薄暮には良く光

る擬似餌（クローム，ニッケル，貝，象牙）等がよく，曇天の際も同様である。

しかし好天の中等は光るものは香ばしくなく，振り板も潜航させねばならぬ。

鶏毛にしても，早朝と日中には差があり，そこに工夫がいる。荒天で波の高い

ときは振板付より上曳釣の方が成績が良く，波の静かなとぎは反対に上曳釣より

振板付のほうが成績がよい。

上曳釣に使用するケンケンの頭部は，直径５分６８厘がよく，大型の魚の場合

は５分のものを使用しているところもある。振板に使用するものは小型の２分４

６厘がよい。餌付（イワシ）でケンケンシヤビキ等で喰わないとぎ,ビニール製

イワシを使用して多数漁獲したことがある。又，ビニール製イカを使用してサワ

ラ５尾を漁獲したこともある。

（２）漁船：１．５～４屯電着５～８ＩＦ，デイゼル１７～５０ﾄＰ（イカ，サバ一本釣漁船）

乗組員１～２人）

（３）漁具

①釣糸一振付糸…従来は綿糸叉は，巻具を使用していたが，今ではナイロン８分柄を

使用している。普遍７尋位，上曳の場合１５尋位。

みち糸…潜航板より擬似餌までの長さ１．５ｍが最も良い。

②釣鉤－従来は丸型のものであったが，これは釣れた魚が時々逃げるが，弧型はほとん

ど逃げなく漁獲できるので今ではほとんど弧型を'使用している。

③擬似餌一多種あるが，いずれも使用法を考えて使用することが必要である。（漁法の

項参照）

④潜航板一この漁業はシイラ漬漁業と同時期になるため，漬木が多く従ってシイラ，雑

｡

３

彰

凸

－５７－



●

魚が海面近くにいるため，ヨコワも海面近くにいると考えられるので振れを主

とした(イ）の型が成iBiがよい。（兵庫県l兵坂町諸寄地方）

桐材を用い，野球のパットやスキーからひんとを得て，合せ板にしてクルイを

少<している。塗ｉｓ}Iま化学ウルシが最良である。（兵庫県城崎郡香住町柴山地

方）

ｲｮｷﾏ

丘与'の=T声乏づぇ.針象的石

釘ｚ板の夛替ｼlく派セイ夷用方ること

爪うて航ｨTwF鉤カリウきう

!;三i蓋f五画…雲楓
５
－
１
１
－
〃
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
７

（４）漁場：水深は初期は大体沖合で２００へ２５０凪盛期１２０～１５０狐，終期６０～８０，

底質一砂泥。潮流は日本海にはふるべき潮流なし。

海流は対馬暖流（０．５ノット）

（５）漁期：年によって多少の変化はあるが大体下記の通り

初漁期－８月下旬～９月上旬にかけて（９月中旬からの年もあった）

盛漁期－９月中旬～１０月下旬〃

終漁期－１１月中旬～１１月下旬〃（１２月に入っても釣れたこともある）

（６）漁獲高：漁期間最高漁獲－１，５５０本

１日最高漁獲－１７０本平均６０本前後（１本４～６K,）

（７）その他参考事項８年含漁船が大型化ざれ速力が増加しているので，小型の潜行板へと改

良される傾向にあるが（抵抗の関係），近年ヨコワの回遊が皆無の状態で，この

漁業の改良研究はされていない。

１８京都府

プリ曳繩釣

（１）漁法：下図参照

（２）漁船：１屯前後４～５Ｆ，乗組員１～２名

－５８－



(3)漁具：主具一麻糸５０号…８０尋，絹糸１

ナイロン－１分４厘..…５～６尋

釣鉤－２寸～２．５寸丸型

潜水装置一鉛

餌一イカ

6号…４０尋（グミ鉛付）

衛の''十'十万
の ￣

蘆三二三_)x、
肱系諭宝

６

戸I員lう，綴'０ 丁目方のＺ'１７)=よって蓼 ラハ‘

し当日の

ずし士補

の/念治杉ｲ雫圧グー今Lうりﾉﾉ;しftZD

妻群の肩'二繭する衣7筋

７

9－

漁場：府下lEH華の礁上，水深５０～７０尋，潮流の弱い時に使用する。

漁期：５～５月，９～１１月

漁獲高：タグリ釣と並用しているため分類は出来にくい。

その他：本府のプリ釣はタグリ釣，立繩等を主体として操業し曳繩を用うる時は潮流の

ない時文は弱い時に使用している。

シビ子（マグロ）曳繩釣

１
１
１
１

４
５
６
７

Ｉ
１
１
Ｉ

漁法：右図参照

漁船：１屯前後４～５１Ｐ，乗組

員１～２名

漁具：主具一綿糸５０＃９０本…

１２ｍ

ナイロン－２分柄・・・２へる尋

疑餌鈎

漁場：府下沿岸一帯

漁期：９月中旬～１１月下旬

(1)

(2)

:二三Q鬘
鱗

(3)や

６

(4)

(5)

(6)

(7)

漁獲高：不明

その他：府下のカツオ曳繩釣はシピ子（マグロ）の回遊状況によって左右（回遊して来

る年としない年）され主として漁場の往復に行う程度で漁獲高は不明である。
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１９石川県

（１）プリ曳繩漁業

（１）漁法，漁具：５～１０屯級漁船による曳航速力４～６浬

ヤー

〃

河箭毘の｢;nW犀

函E7（／Zﾉ〃～/5〃別

に毛正枝閑するｼ鳥合､､リギF1′Ｍ･二三

頃)蕊jiili雪ii鱒撹）
ｲﾓ用）

ｕｌ型222 朽堕'｡着芭ぜつ桧iの薄板
け>ナフズ､）ソ芭柔題ロ

プリ寝縄釣'新ける紛勿塾#｢ｆｚ戎
の婁瀞

□
場Ｍｇ

〃ＺＺ’

i覇学ら
鯨洋ご翫尼

￣〔刀

⑤勇群を趣ﾅて通、け．(；
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⑪シピ仔（メジ）曳繩釣

(1)漁法：操業はブリ曳繩と同じように船の舷側から竹を張り出して曳行する。ブリは５

本より曳<事ができないが，マグロの曳繩は曳繩が短くて済むので同時に６本曳

く事ができる。即ち竹の立て行付船尾に２本，胴の間に長さ２尋半のカツオ竹を

２本出して仕掛ける。．￣

ともの張出し竹は，ブリその他の魚と併用することができる。

風に対する竹の操作はプリ曳繩の場合と同じで風上に面した舷側は風のために上

方に傾ぎ，風裏の舷は反対に下に傾く。この為風裏の舷の竹の先端は海中に突込

－４１－



jZA風上の竹が天高くあがって曳繩が風にあおられて風下の鉤には喰付くが，風上

は喰付がない。この場合は竹の元を上下することによって調節することで効果を

あげる。張り出し竹は船の進行につｵＫ適度にシナウことにより擬餌は生きた魚

が泳いでいる様に見えるため喰付くのであるが曳繩が短いので風に飛ばされる率

が多いから特に注意しなげ川エならない。

船の速度は成可く早い方がよいが，そうかといってそれ程全速で走る必要もない

シピ仔はブリと違ってスクリューのモジを嫌うことが全然ないので曳繩（ヤナ）

の延し方も８～１２尋位まで廷せば充分である。従って魚が喰付いてそれをたぐ

る時もブリの様に力を加減する必要はなく多少の手心を加えれば思いきってたぐ

っても上顎又は下顎に掛ることが多いのでめったに逃すことはない。

この魚は群をなし潮上と風上に向って遊泳するので，この点を良く考え左右の張

り出し竹に喰つた場合はそのまま獲らずにおぎ真中の２本と胴の間の２本の手で

さばいているのを活躍させて漁獲をあげるべきである。

船の運航は千鳥運航であるが，喰いの立っている時は直線コースで思いきり航行

した方がよい。唯この場合短いとはいえヤナを６本曳〈ので特に胴の間に喰つた

場合喰付いた反対側に舵を多少切るようにすれば良い。船尾の場合も両舷の真中

の部分に喰付いた時は真中の分は精々上方に持ち上げてヤナをかわしてやるよう

にしなければならない。この魚は鉤にかかって引き上げると血を吹き出すので，

血を海に流さないようにすることが肝要である。

(マワ． 。６季閑
／／ /′～/ら芋

徴合

、z'Ｐ
_ﾇｸｰﾁﾞﾘ虹

71)ｦ鰯１ｄＢ悟フグZノーニ"剛

(2)漁具：シピ仔の魚体の大きさによって漁具の造り方も多少違う。角はプリ角のように

真白又は少し赤ﾘﾗkを帯びた角よりも牛の角か鉛角の２つ目叉は４つ目の方が喰い

が良い様である。毛もブリと違ってそれ程吟味する必要がなく，キジ毛を２０枚

前後捲いて造るがｉ最近ブリと同様の淡紅色の毛を用い，それにプリモスの毛を

（白黒混り）２～５本入れて用いる。この魚はブリと異り底から角の頭を目がけ

て喰付くので鉤はなるべく短かく毛の長さの半分位より心持ち中へ込れて造るの

が最も良いう毛は非常にいた承易いのでブリの擬餌に比べてフグの皮も少し幅を

広く付けた方が良い。釣元ワイヤーもあまり長くするより１尋１尺位の方が良い。

－４２－



鉤は２本銅より１本鉤の方がよくが

っちり引掛ってロが堅いのでめった

に逃すことはない。

決：シピ仔釣りの秘決は天候をよく見

きわめて雨をもった様な日和で多少

風のある日の方が保証つき良く喰う

日である。この様な日は船の運航法

も風が強いから無理な航法もできな

いが，最初に２～５尾一度に喰えば

後に引返さぬ様に思い切って風上に

１時間でも２時間でも走って見るこ

とであり，その時後から後から喰付

('Ｔｍiけ7反い鬮莇縄の±し方）

際
①

(3)秘

。
口

とであり，その時後から後から喰付く様ならば，左右の張り出し竹の魚は喰付い

たままにして置きとってはいけない。この喰付いた魚は結局オトリになる訳であ

って魚が曳きずIうれて死んでしまうまで放っておいた方が他の道具に喰付きが非

常によい。トモ番は他の道具を力強く,思い切りサパクので，サバケぱ必ずこの魚

は勢い良<喰付くから喰付いた瞬間は決して急激にたぐってはいけない。急にた

ぐれば必ず鉤元から切られてしまうから喰付いた瞬間はヤナをつかんだ手をスプ

リングの様に一瞬間加減して魚の頭力船の方へ向いた時横にそれる余裕を与えず

思い切りたぐり込むのである。

この時魚がだんだん手元に来たら成るべく手をあげてたぐり魚を水中に潜らせぬ

様にして表面へ表面へと浮かせるようにたぐるのがコツである。

魚の喰いが良いと,思われる時は胴の間の左右に１人ずつカツオ竹をもって水面を

サパキながら航行して釣るのも能率的で非常に速い，この場合腰を落して竿を構

えていないと海中に引き込まれる恐れがあるから注意すべきである。張り出し竹

のトツタリについているハネ切りは切られる様に９～１２本の綿糸を用いるとよ

い。

汐の透明度が良くて天気の良い日は朝早く沖へ出し日中はあまり喰付きが良くな

いから夕方を狙い，雨模様の曰は好漁の曰であるから汐が良くても思い切り操業

すべきである。天気が良くても水色の梢を不透明の場合は午前中は特に喰付きの

良い日が必ずあるから油断をしてはならない。

イワシ等の餌を追って沿屋近くに見える時はたいした期待はできない。

－４５－



プリ壇縄釣
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２０新潟県

プリ曳繩漁業

（１）漁法：１隻８本から１２本の曳繩具を使用し，魚群の伏況や適当な漁場を見て旋回操

業を行う。使用曳繩数によって乗組員数も異るが船尾に数本の竹竿を立て，この

竹竿より曳繩を垂れ対象魚が喰い付いた漁具から順次たぐりあげる。この場合１

人で数本操作する。

（２）漁船：木造船１～５屯５～１０１Ｐ，乗組員２～５人

（３）漁具：曳綱一ナイロン５分もの７～１０尋…４本，１７～２０尋…４本位，５０

｡

｡

尋前後…４本位を使用する。

抵抗板一色觜の種類があり現在も改良されつつあるが，下図のとおり「ダプー｜

「曳釣板」等を主としたものを使用している。「ダブーlはこれを用いる

ことにより水の抵抗が激しくなり，この抵抗によって生ずる気泡が釣針

を不透明にし，漁船（曳繩具）に集る魚群を操つり餌付けをよくする。

さぎ手（チモト）_イナタイプリ子）の場合ナイロン６～８厘，サバの場合１

～1.4分を使用し，この長さは２～５尋としていろ。

擬餌針一毛針叉は特殊エンカピニール製等であって，水色，水温叉は時期的や

対象魚により種々併用され，毛針は瀬戸でメッキした１０号４ツ目（金

頭）カグラを用い，サバの場合は全部赤毛であり，イナダの場合は白毛

が多く，海中の透明度のよいところでは赤毛がよく，不透明のところで

は白毛がよいとされ各船共に種々改良されつつあります。

釣鉤－各漁船によって各々特長もあるが，現在長さ５寸位のものが喰付きよく

叉魚をはずすのに便利であるとして一般に使用されているが，２寸から

２．２寸，５寸の各種が使用されている。

口

）

|刀朽
Ｕ可■

二
ＬＬ

リ
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（４）漁場：魚体の大小によって異るが小型群は相当沿岸によって漁獲されており大体共同

漁業権内沖合５００ｍ，底質砂泥及び岩礁等余り左右せず水深１０～１５尋以深

から沿岸一帯で行われており潮流に通って曳繩するのが－番漁獲率が良い。

（５）漁期：春４月頃から漁期に入り６，７月及び９，１０月が鹿漁期であり１１月一杯で

終漁期に入る。年によって異るが春から次第に魚体が天型になり，秋頃には７００

～８００匁位になる。

本年度（昭和５４年）は漁期も長く１０月から，１月に盛んに漁獲されている。

（６）漁獲高：漁期間最高漁獲－８００～1,000〆，平均－５００～７００〆

１日最高漁獲－７０～９０〆，平均－４０～５０〆

（７）その他参考事項：漁期に入ると０６．０．７屯から１屯級では殆んど曳繩を着業している

ところが多い。

２１山形県

ブリ（イナダ）曳繩釣漁業とカツオ曳繩釣漁業は同一漁具です。

（１）漁法：漁場に到着と同時に竹竿を取り付け，釣糸を延ばして全速力で曳航する。魚が

かかれば潜水板が鳧｣Ｚしになり潮流の抵抗を受けなくなるため海面に浮びあがり

－４６－



それで釣獲が判明し釣糸を引き寄せる。

日出没の２～５時間前後及び雨天，曇天の場合が好漁を見る。

ゆ

。

(2)漁船：２～１屯５～51-Ｐ，乗組員１～２名

(3)漁具：

①緒糸一ナイロンテグス２分，全長５０m，１０～２０本曳航す

②ヤメー〃〃５～８厘，５m

③釣針一曳毛針，２本針１０号

④潜水板一材料…杉・松・鶴・粟等

Ｌ、．、２５ｃｍＢ・・・１０ｃｍ

、．．、７ｍｍ

潜水板

雪弓ﾌﾟＫ７ｍ 鰍ｒＺ４Ｇ ﾙカン

（４）漁場：水深６～５０ｍ，底質，潮流（方向，強弱）は関係なし。

（５）漁期： 初漁期盛漁期終漁期

イナダ７月９月１１月

カツオ ８月９月中旬９月下旬

イナダ，カツオイナダ，カツオ

（６）漁獲高：漁期間最高漁獲－１，２００鴎６００K９，平均-５７０１０７，１５０K９

１日最高漁獲一４０晦，５０K９，平均－１０~,１５町，１０～１５彫

２２秋田県

本県ではマグロ曳繩漁業は行っておりませんので，ブリ及びカツオ曳繩漁具，漁法を照

会します。

（１）秋田県由利郡金浦町地方（秋田県南部）

（１）漁法
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①略図はプリ釣漁船先端より見たものである。

②各竹竿の先より釣糸が出ている。

③漁船ＳＩＰは最大速力（全速）で推進する。

(2)漁船：１～５屯５～８１Ｐ

乗組員１名

(3)漁具

①曳繩－ナイロン６～２５分（魚体の大小に

より使用）、

長さ…５５Ⅲ１，２７m，１８ｍ，１５ｕｌｊ

②潜水板及びウキー板の場合約５ｍ程水中に入る。

さ１～1.6分程度

③餌一擬餌…カプラ（鳥の羽根）８～１０号，』

４１６

９６

，Ｌｕｊ５ｍ各２通り計１２本Ｉ

なお板下糸の長さは５m，糸の太

装着…赤羽根， 白羽根

(力､ソオ用替水派）(プ'’約FF｢プノ(）

〆〃

掴1目１
－－

－－

金F５Ｚ９
金Fｉ

（４）漁場：水深－７～８月頃，１０～２１ｍ（魚体が小さい時）

１０～１１月頃，４５～６０ｍ（魚体が大きくなってから）

底質一砂，泥水色一笹色力辮によい潮流一関係ない

（５）漁期：初漁期一８月初旬，盛漁期－１０月頃，終漁期－１１月下旬

（６）漁獲高：漁期間最高漁獲－２５０K'，平均－１００Ｋ’

１日最高漁獲－７０KＦ，平均－１０Ｋ，

（７）その他参考事項：シイラ釣の場合プリ釣漁法を使用する。

(H）秋田県山本郡八森町地方（秋田県北部）

（１）漁法：１隻で鉤２０本を曳く。タブが水面を走るように船の速力を調整し，毛鉤が

水面叉は水面下僅かなところを曳ける様に機関の調整と，その日のブリ（イナ

ダ）の浮上状態を考えて調整することが肝要である。

（２）漁船：電気着火及びデイゼル５１Ｐ，１．５屯未満，乗組員１～２人

（３）漁具：

①曳繩－魚紋４５本】長さ全部異る。
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②潜Zk板一使用せず。

③餌一使用せず，毛鉤を使用…毛鉤はニユーパール（第４号～第７号）

(4)漁場：底質は泥，砂が普通であるが，河川が増水したあとの凪にはよく釣れる。

潮流は曳繩にはあまり関係がないのではないかと考える。

(5)漁期：初漁期－７月下旬，盛漁期－１０月頃，終漁期－１０月下旬。

Ⅱ改良型曳繩漁業

千葉県勝浦町木村金太郎氏（漁村．昭和５０年２月）

中層２段曳曳繩漁業

(,）漁法：速力は上曳と異り，あまり速くない方が良好である。特に，マス・サワラ・

ヤズ（イナダ）．タイ等はできるだけ速力のおそい方が良い。１個の潜水板で

はせいぜい５尋位より潜らないし，釣具が少し大きいとか，イカ等の餌をつげ

たとぎ抵抗があるとすぐ潜航板が浮き上ってしまう。大小２個を使用すること

によってその欠点をおぎない充分深くもぐるものである。５枚も４枚も潜航板

を使用する必要はないと思う。

この方法でやれば,，本のヨマ（グナワ）に少くとも５本か４本は鉤が付け

られる，それ以上つけても非能率的になる。したがって’１隻に５名も乗り込

んでいれば，６本の漁具が使用できることになる。また海中深く自由に何尋で

も潜るので釣れる魚の種類も多くなり，道具がややななめになるので，「段々

に」じゃまにならず，せまい漁場で多くの船が操業することのできる便利があ

る。

１
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釣れる種類は，ブリ．マグロ．マス．サバ．ホッケ．ヒラメ．タイ．サワラ．

ヤズ（イナダ）そのRbである。特にマス・ブリ・マグロ類に好適である。こ

れ以外もその魚に応じて漁具さえ取りかえれば恐らくどんな魚でも釣れると

思う。

目下のところ水深は５ｏ尋位まで引くことが可能である。

図の通り造れば２５尋のヨマ

（グワナ）を延ばせば１５尋潜り，

さらに５５尋延ばせば２０尋潜る。

若し同じ尋数で，もっと深くやり

たければ，内側に１ｍ穴を移動さ

せればさらに５尋ずつ深く潜るこ

とになる。

両舷に張り出した万､漁具は，真中」

￣

〆
■

戸

真中よりも５尋位長くした方が良い様である。

(2)漁具

(ﾉt〕

ご戸一旱

翁 /研一ッ$ﾗﾋﾞｦ、三"卵ユクづニデフコE･全

Ｈ１二ｒ~西
７、/,一二ﾗﾝ分

ク

ニニミ

２神奈川県三崎町山下楠太郎氏（漁村・昭和５ｏ年１１月）

棚探し曳繩釣漁法

(1)魚はどこにいるか：魚の泳いでいる層は，魚の種類や季節，時刻，その時の海況，天

候あるいは餌の有無等によってちがいます。これをつきとめることは，漁獲の

成績をあげるのに大切です。とくに，漁の少し､とぎは，魚は海の上層にはいな

いようです。

(2)棚曳漁法：私の実施している中層曳繩漁法は，この魚の遊泳層を見つける手段として

考えられた棚さがし漁法です。これはｊ曳繩を海の上・中・下層等の数段にし

かけて，１番魚の多い深さの層をさがし求め，その層を専門に曳くわけです。

海、とＩ層を曳<ため潜水板を便かうことは今までと同じです。しかし，私は，

この潜水板の改良によって，１本の曳繩に何本も枝繩左つけて曳くようにしま

した。
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(3)餌の数は多く：私の曳繩漁法によれば，できるだけ多くの餌をつけているので，非常

にめだつことになって，多くの魚が集ってくるのです。最初の１尾が釣ばりに

かかれば，その魚があばｉｆしるので，他の餌もはげしく動き，さらに他の魚は餌

を喰うので競り合い，狂奔してきます。それで，これから発する音も大きくな

って，さらに他の魚も集ってくることになりまず。しかし，すべての釣ばりに

魚がかかってしまえば，餌はなくなるから，他の魚は離れてしまいます。これ

を防ぐためにさらに工夫をして釣ばりをつけないオトリの餌を相当数つけてお

けば他の魚を集めておくことができます。また曳繩を何本屯曳いておき，外w側

の繩に喰つた魚はそのままにして，常に魚を漁具にひきつ汁ておき，内側の繩

を交互にひきあげて能率をあげるのです。

(4)潜水板の動き：潜水板の動きかたは，大きい魚を釣るとぎ大きい餌をつけるものは，

大振りとするように曳繩を潜水板の中程にｑ'十主す。また，曳いたとき潜水板が

水面へ切りあがる動きかたを見れば，釣糸の長さや餌の重さにしたがって釣糸

のつける位置をかえることなどによって動きかたを調節します。

(5)潜水板のつかいかた：潜水板は，各種の大きさ力賜ります。これは，漁具の大きさや

曳<深さに応じて適当な大きさのものをえらびます。普通の場合には，船力ら

潜水板までの繩の長さは１号潜水板で１５尋，特号潜水板で１５尋です。

船から潜水板までの繩の長さが同じと割よ，曳<深さは繩の太さによってち

がい繩が細いほど繩にかかる水の抵抗が少くなって深くもぐるようになります。

５１

■

和H探し漠去 ナイロンz分一
一 潜水板の尻の

〃振り方
心

騨
孟面〃￣ノーバ【」

固～（己

へ几０

１卜’

－－－－２０章一一

二二=三三三
EｂノーＪ宵。

E-Jヒエヨ

(6)緩衝ゴムをつかう：私の曳繩では緩衝ゴムをつかいます。これは，魚のくいをよくし，

道具の切損と，かかった魚のはずれるのを防ぐためです。
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潜水板の大きさ（道具の抵抗）に応じた太さのゴムホース（布のはってないも

の）を船から水面上にたらし，曳繩はその先端に結びつけます。ゴムホースの

中Iこ'よ重永をつけるために砂を適当につめておきます。このゴムホースの効果

は，次のように三つあります。

第１は，ゴムホースの下ムハ部が水面の波にうたれ，上下左右によく動き，潜水

板自体の振れと相まって，擬似餌が本物の餌の動きと同じように動きます。

第２は，ゴムホースの弾力によって釣ばりにかかった魚の抵抗は，いちじるし

くやわらげられて手で加減して釣糸をひくのと同じ効果があり主十・それで漁

具が切れたり，魚がはずれたりするのを防ぎます。

第５は，釣糸は今まての半分位の太さで足りるために，魚の喰いもよく，潜水

板の深度をより深く保って曳くことができます。米国ではゼンマイ式の緩衝装

置をつかっていますが，餌の動きをよくする点では，このゴムホースの方がま

さっているようです。

組糸の曳繩：今までの曳繩で餌の動きが悪い点は，撚糸を曳繩につかっているために曳繩：今までの曳繩で餌の動きが悪い点は，撚糸を曳繩につかっているために，

曳繩を中心として餌が回転してしまうことです。このような餌の動き方は，

本物の餌魚にはふられないことで，魚の嘘いばひどく悪くなり曳繩漁法の致命

的な欠陥であると思います。この欠陥を防ぐために，擁りのかからない組糸を

つかって著しい効果をあげています。

(7)

（‘
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、出漁船の操業に関する参考事項
（各県の資料から抜すい）

､？

(1)プリひきなわ漁業

①天候

ｉ）曇天の曰は１日中喰いがよい。（東京・神奈川・静岡・山形）

Ⅱ）天候の変化する前日は最もよい。（岩手・静岡）

②海況一潮流・水温・透明度

ｉ）大潮時で風波やや高い日がよい。（熊本）

ｉｉ）潮流に向って操業することが必要である。（静岡）

iii）潮流の早い時，漁獲が多い。（岩手）

１V）水温は１５．５～２０，℃内外のとぎがよい。（熊本）

ｖ）透明度の悪い場合及び汐境において漁獲が多い。（千葉・静岡）

③漁法一操業時刻・曳航法，魚の取りあげ方。

ｉ）朝夕の薄明に漁獲が多い。（千葉・東京・神奈川・静岡・山形）

ｉｉ）午前及び午後の沿岸潮の変り時がよく喰う゜（岩手・神奈川）

iii）ひきなわ数は１隻５本が理想的である。（北海道）

１V）ひきなわの長さはスクリューのあわが消えた所から１５２～２２．７ｍ延ばした所が一

番理想的である。（北海道・岩手・千葉）

Ｖ）１V）と同じであるが，魚群の濃厚な場合はモヂの中でも釣れる。（岩手）

Ⅵ）１V）と同じであるが，波のない時は更に長く延ばす。（千葉）

ＶＩＤひきなわの長さは，「しけ｣の場合と「なぎ」の場合ではあわ`PLI筒J辱』蝉,喋るので
加減する。（北海道） －，←へ鈍いX:|戯(了蝋111麟（vi

vill)ひきなわの間隔は等間隔でなくて!＃なら矧加上ｗｔづ鮒噸ＭＭ←（Ｖ
ｉＸ)魚が生餌についてはねている時は,速力を増して魚群の上塗鰍帳葱蝋ゾク稚剛:，

喰いが悪くなった時は,速力産稗江紳卿》難亨榊〔脱臨哀)｡瀞胸（ｉ
ｘ）群の真上を通らず,その周囲を嫡紳すゑいざ繍隷li1j妃熟祁鷺八脚i:,【二,（'１

(藻匡lx9Pi奏純鯵拳恋臭繊愈j↓ｉｌＬｌ舷･岬〕'|>狸脈〔f州[高に洲沸Ｍ１Ⅱ
④魚の習'性 蕊開く;1了t麹論い-:…-{←（戯

ｉ）九ブリは中層〈,,懸戸1iiF啄層健恥く寝獲;itijh委顛に(瀞風)ｌｉ１Ｉｌｌ糊ili醐仁Ｍｉ
(2)マグロひきなわ漁業 （i衝i識R）迄ハノ:|曇ｆＭｗ噸,ヨＭ吹璽j叶窮（:ｉ

①天候
（~本簸〉鑿'Ｊ｣ハー|Ｗ'し鯛“'[１７塵]M1(鴎（ｉｉｉ

にJ1lJF曇秤風時委蕊『i顛離鮎謙Uﾐｨﾚ蝋１１(曇|;ij毎i夏f瀞欝山盈11圏払獅馴
②海況一透明度

弓
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ｉ）普通晴天の曰は喰いが悪いが，海水が不透明のときにはよく喰う。（千葉・石川）

③漁法一操業時刻”曳航法・魚の取りあげ方

ｉ）操業時刻は朝夕のマズミがよい。（大分．石川）

Ⅱ）曳航速力はなるぺく早い方がよいが，全速力で走る必要はない。（石川）

Ｉｉｉ）船は千鳥運航であるが，喰いの立っているときは直線コースで思いきり航走した方が

よい。（石川）

１V）船は風波を横に受けて操業する。（大分）

ｖ）メジはスクリュー渦をきらわぬからひきなわは短くてよい。（千葉．石川）

Ⅵ）漁のよいときは，ひきなわの長さを適当に縮める。（和歌山）

ＶｉＤ魚がかかったら風上にかじを切って走る。（千葉）

Ｖiii）左右両端に喰つた魚は，すぐ取りあげずオトリとしておく。（北海道．大分．兵庫．

石川）

１x）魚をたぐり込むとぎ，魚が手元に来たらなるべく手をあげてたぐり，魚を水中にくく・

らせぬよう表面に浮かせながらひき寄せる。（石川）

ｘ）鉤にかかった魚は引きあげると血左吹き出すが，血は海に流さぬようにすべきである。

（石川）

④魚の習性

ｉ）魚の喰いがマズミによいのは，魚群が海面近く浮上するためである。（兵庫）

ｉｉ）２～５尾１度に喰つたときは，後に引返さず，思い切って風上に１時間でも２時間で

も走ってふることである。（石川）

iii）同一場所で喰いが止んで他へ移動して＆，前場所の魚は４０分ぐらいでその付近に集

って来るから，再び回航すれば釣れる。（兵庫）

１V）擬似餌の角は，なるべく白っぽいものをさけた方がよい。（青森）

ｖ）マグロは1尾で遊泳することはなく，大なり小なり群となって回遊する。（北海道）

(3)カジキひきなわ漁業

（１）多少波立ったときの方力ｉ喰いはよい。（千葉）

ｉｉ）日中はあまり漁の期待はできぬ。（千葉）

iii）魚が喰ったら，逃げる方向に船をスローで走らせなわをたぐり，銘で突く。（千葉）

(4)サワラひきなわ漁業

ｉ）大潮の満干潮の変り目及び日の出，日の入りがよい。（福岡）

Ⅱ）曳航速力は1.5節内外がよい。（福岡）

iii）曳航速力は６節内外がよい．（熊本）

１V）魚群の真上を横切ることは極力避け；魚群の周囲を包むごとく航走する。（熊本）

－５４－
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昏穐角`鳥毛刃 fiの桃色
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１０浬以内
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関係
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関係

ス５～５００７７Z
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６～50772

7～８月１０～2177Z
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トツタリ重りを使用する
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コケシを使用する

釣針の上部に針金８＃で
弓型の回転止めをつける

緩衝ゴム使用

〃

ダプを使用する

ダプを使用する
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